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ファルーディの米国では 1960 年代後半からのフェミニズムの盛り上がりに対して 1980 年
代にバックラッシュが起きた．このバックラッシュを推進していたのはニューライト，すな
わち保守の面々であった． 










































































exclusionary radical feminist）という． 
 トランスジェンダー理論／運動は，そのはじめから性別二元論や本質主義的アイデンテ
ィティ論への批判を行ってきた，フェミニズムにとって挑戦的なカテゴリであった． 
 TERF の理論では，生物学的／身体的／遺伝的／経験的に女性でない者は女性ではない．
トランス女性は「女性」ではなく「男性」，しかも女性と偽って性犯罪を働こうとする最悪
の部類の男性なのである． 
イギリスは著名フェミニストのなかにこの TERF が多くおり，これに抗するためフェミ
ニスト達が利用し始めたのが no-platforming という手法である．もともと極右集団やファシ
ストを言論の場から排除するために使われていた手法で，名指しで差別主義者を指名し，そ
の人物を自メディアから締め出す．no-platforming は大手メディアからは検閲や言論の自由
の弾圧であると非難されるが，これは特定のエスニシティ集団へのヘイトスピーチ規制と
まったく同様の非難である．すなわち，フェミニストが問われているのはただトランス女性
の包摂だけではない．TERFのようなフェミニストをフェミニズムは包摂するのか――寛容
は非寛容に対して寛容であるべきか． 
しかもまた TERFはジェンダーという概念にも疑問を呈する．性差というのは生物学的・
遺伝学的なものであって，身体こそが男女の別を分けると主張する．社会的につくられてき
た性によってわたしたちは差別されているのだという，第２波フェミニズム以来のフェミ
ニズムに対して「ジェンダークリティカルフェミニスト」であると挑戦的に名乗る彼らをフ
ェミニズムは包摂／排除できるのか． 
日本においては，アカデミアのフェミニストが軒並みトランス女性を擁護する姿勢を見
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せたことで，トランス排除派フェミニスト（あるいはジェンダークリティカルフェミニスト）
はアカデミズムそのものを疑う姿勢を見せている．米国でのトランプ・ショックと同様に
「進歩的ネオリベラリズム」なフェミニズムへの不信がこの日本においても垣間見えるの
である． 
第４章ではアイデンティティ・ポリティクスの限界としてフェミニズムの凋落が捉えら
れることに言及する． 
まず，先行研究の蓄積があるエスニシティ論から，アイデンティティと本質主義との関係
を述べる．アイデンティティ・ポリティクスは，ロールズ的正義論を掲げる自由主義への批
判として「平等」に切り込んだものであった．肌の色，エスニシティ，セクシュアリティ，
ジェンダー，階級――こうした差異を考えることなしには真の「平等」はなしえない．「差
異の尊重」を重視する多文化主義へと，アイデンティティ・ポリティクスは社会を導こうと
した． 
しかし，こうした多文化主義は，その差異を絶対の固着したアイデンティティとして認識
させ，抑圧の再生産となりかねないことが指摘されるようになる．アイデンティティを堅持
せんとする文化本質主義は，往々にして排他的・分離主義的になる．またそもそも固有のエ
スニシティという観念そのものが社会的に構築されたものであるという研究が紹介される． 
本質主義を批判せんとして，その集団の「本質」が実はつくられた流動的なものであった
と判明する一連の流れはフェミニズムにも共通して見られた現象である． 
男女の特性の差を本質的なものとして認め，女性の素晴らしい特性によってさまざまな
ことを乗り越えようとした差異派フェミニズムに対し，「女性の素晴らしい特性なんてもの
はなく，社会的に要請されてきた女性の性格があるだけである」とジェンダー概念を突き付
けたフェミニズムは，基本的には本質主義を否定しようとしてきた． 
こうした傾向はバトラーの登場によってさらに加速する．ジェンダーだけが社会的に構
築されたものではない．生物学的性とされてきたセックスもまたつくられたものであるの
だと． 
アイデンティティの絶対性を疑うのであれば，アイデンティティ・ポリティクスは機能し
えないというのが本質主義批判からのアイデンティティ・ポリティクス限界論であった． 
アイデンティティは，「自己／他者」，「内／外」を定める時点で根本的に排他の性格を有
している．しかしそのアイデンティティはあくまで可変的なものであり，境界線の引き直し
は可能である．「女」であることの境界線の引き直し，揺らぎを，いたずらに本質主義批判
をするばかりではなく論議によってなすことが今のフェミニズムに求められることである． 
 
